
平成 30 年度事業報告書及び事業報告の附属明細書 

(1) 事業体系

公益財団法人福岡よかトピア国際交流財団は，アジア太平洋博覧会-福岡’89の成功を記念

するとともに，市民一人ひとりが多様性を認め合いながら国際的な相互理解を深める多文化

共生社会の実現に寄与し，もって，地域の発展と国際平和に貢献するという当財団の目的に

向けて，下記の４つの柱に基づき各種事業を実施した。 

① アジア太平洋博覧会-福岡’89を記念する事業

アジア太平洋博覧会-福岡’89を記念する事業として，福岡アジア文化賞の共催及びアジ

ア太平洋こども会議への助成を行う。

② 市民の国際交流を促進する事業

市民の国際理解・国際協力への意識の高揚を図り，国際交流を推進するため，ボランティア

交流推進，語学等を通じた国際理解，国際交流団体のネットワーク推進等を行う。 

③ 在住外国人及び外国人学生を支援する事業

外国人にも住みやすく活動しやすいまちにするため，窓口相談や各種情報提供をはじめ，

在住外国人等への支援を行う。 

また，福岡都市圏で学ぶ外国人学生が安心して勉学に励むことができるように，留学生宿舎

の管理運営や外国人学生支援を行う。 

④ グローバル人材を育成する事業

国際社会で活躍できるグローバル人材を育成するため，奨学金の支給や留学生と企業との交

流サロン等を行う。 

(2) 事業報告

① アジア太平洋博覧会-福岡’89を記念する事業

ア 福岡アジア文化賞

アジア地域の学術研究者と芸術文化の育成・発展に顕著な業績をあげた個人または団体に

対し，その功績を顕彰した。 

(ア) 主  催 福岡市・(公財)福岡よかトピア国際交流財団 

運営母体 福岡アジア文化賞委員会 

(イ) 事 務 局 福岡市総務企画局国際部内

(ウ) 受 賞 者  大賞 1名，学術研究賞 1名，芸術・文化賞 1名 

(エ) 市民フォーラム 各受賞者 1回   計 2回(9/19，9/22) 

(オ) 学校訪問   大賞受賞者   1校(大学 9/22) 

  学術研究賞受賞者  1校(高等学校 9/21) 

 芸術・文化賞受賞者 2校(小学校,  中学校 9/21) 

(カ) 福岡市総合図書館 映像ホール・シネラ実行委員会との共催事業

・福岡アジア文化賞大賞受賞記念「ジャ・ジャンクー監督特集」上映会（9/1，9/2）

(キ) 九州大学大学院地球社会統合科学府との共催事業

・「タイと中国の戦略的提携：東部タイ経済回廊～EECと一帯一路イニシアティブ」

講演会（9/22）



イ ｢アジア太平洋こども会議・イン福岡」助成

アジア太平洋各地のこどもたちとの異文化交流による国際理解を推進するため，「アジア

太平洋こども会議・イン福岡」事業へ助成を行った。 

(ア) 主  催 ＮＰＯ法人アジア太平洋こども会議・イン福岡 

(イ) 事業内容 派遣(8か国・地域，144 名) 招聘(35か国・地域，280名)

 30 周年記念事業の実施 

② 市民の国際交流を促進する事業

ア 国際交流活動助成

福岡市民の国際交流を支援し，福岡市の国際化を推進するため民間団体の国際交流事業等

に対して助成を行った。 

(ア) 国際交流活動助成

ａ  助成の金額及び対象となる経費 

【一般型】      助成対象経費の 5割以内で，1件 30万円以内 

【ﾁｬﾚﾝｼﾞ応援型】助成対象経費の 8割以内で，1件 10万円以内 

ｂ 募集時期 随時 

ｃ 助成件数  5団体(一般 5件 チャレンジ 0件) 

ｄ 助 成 額 1,035,677円 

(イ) 国際交流活動人材育成費助成

ａ  助成の金額及び対象となる経費 

  １団体あたり１年度の助成額は２万円まで 

対象団体の運営従事者が，当該団体の発展または目的達成のために必要とする講座・

セミナー・研修会等を受講する場合の受講費用・学費，教材費，交通費，宿泊費等

ｂ 申請時期 受講する講座等開催日の１月前まで 

ｃ 助成件数  1 団体(1件) 

ｄ 助 成 額 13,000円 

イ ボランティア交流推進

国際交流ボランティア活動を促進し，市民の国際理解や国際感覚を涵養した。

(ア) ホームステイ・ホームビジット

外国人が日本の家庭に滞在・訪問すること により相互理解と友好親善を図るために ，

ホストファミリーを登録し，依頼に応じて紹介した。

  a 登録家庭数 62 家庭  

  b 利用者数  57名（18か国・地域） 

(イ) 語学ボランティアの紹介

国際交流の推進と外国人支援のため，語学を生かして通訳や翻訳等のボランティアを

行う市民を登録し，依頼に応じ福岡市のイベントや学校における保護者面談などに派遣

した。 

a 登録者数   実数 92 名 延べ 118名（複数言語での登録者計） 

b 登録言語数  16言語 

c 延べ活動者数 107名 



(ウ) 国際交流ボランティア研修

語学ボランティア，ホストファミリーとして登録し活動を行っている国際交流ボラン

ティアに対して，福岡の文化・歴史，国際交流事業，異文化理解や外国人支援等のボラ

ンティア活動に必要な知識や情報を提供するため研修会を実施した。

a 日 時 平成 31年 2月 17日  10：00～13：30  

b  会 場 福岡市国際会館 大会議室 

c 内 容 

第 1部 

① 福岡市国際政策課の出前講座

「福岡市の国際化の現状について～外国人にも住みやすいまちづくり～」

② 「やさしい日本語」講習・ワークショップ

講師：福岡女子大学国際文理学部専任講師 川邊理恵先生

第 2部 懇親会・意見交換 

d 参加者 26名 

ウ 語学等を通じた国際理解

(ア) 留学生から学ぶ外国語教室

市民の国際交流の推進にあたり，留学生を講師として，交流の有効な手段の一つであ

る「言葉」の習得を手助けする教室を開催した。これにより，様々な言語で日常会話が

できる程度の語学力を身に着けるとともに、言葉の学習を通じて国際理解・国際交流を

深める機会を提供した。 

ａ 共  催 福岡市 

ｂ 内  容 中国語，韓国語，ベトナム語，タイ語等 17言語，31講座を実施 

ｃ 定  員 各クラス約 20名 

ｄ 講  師 福岡都市圏の大学・短大に在籍する，または福岡市内に在住の留学生 

ｅ 受講者数 525名 

(イ) フランス語講座

福岡市の姉妹都市であるフランス・ボルドー市との交流を促進するため，アンスティ

チュ・フランセ九州と共催でフランス語講座を行い，フランス語を習得する機会を市民

に提供した。

ａ 主 催 アンスティチュ・フランセ九州

共 催 (公財)福岡よかトピア国際交流財団 

ｂ 事 務 局 アンスティチュ・フランセ九州内

ｃ 実施時期 年４回(春，夏，秋，冬) 各３か月 

ｄ 講 座 数 322講座 

ｅ 受 講 者 3,200 名 

（ウ） 外国人による日本語スピーチコンテスト

外国人に日本語を学ぶことを奨励するとともに，日本人と外国人の相互交流・相互理

解の場を提供するため，日本語スピーチコンテスト実行委員会と共催で，コンテストを

開催した。 

ａ 主  催 日本語スピーチコンテスト実行委員会 

構成団体 日本語学校及び日本語教室 15団体 

共 催 (公財)福岡よかトピア国際交流財団，福岡市, 福岡外国人学生支援の会 

ｂ 事 務 局 (公財)福岡よかトピア国際交流財団内 

ｃ 実 施 日 平成 30年 10月 21日 

ｄ 会  場 福岡市市民福祉プラザ 

ｅ 出 場 者  15名 

ｆ 聴 講 者  127名 



(エ) 国際理解教育講師派遣

青少年の国際理解の推進・国際力の育成を目的として，福岡県内の小・中学校等へ留

学生等を講師として派遣した。 

ａ 主 催 福岡国際理解教育講師派遣事業協議会 

構成団体 (公財)福岡よかトピア国際交流財団，(公財)福岡県国際交流センター， 

(公財)北九州国際交流協会 

ｂ 事 務 局 (公財)福岡県国際交流センター内 

ｃ 実施時期  平成 30年 6月～平成 31年 2月 

ｄ 派遣人数  延べ 21校へ 47名(福岡市内) 

エ 国際交流団体のネットワーク推進等

(ア) 地球市民どんたく

市民の国際協力・交流に対する理解と支援を得るとともに，福岡を拠点に国際協力・

交流を行うＮＧＯ等のネットワーク形成を図ることを目的として，団体の活動紹介ブー

スの設置やワークショップ等を行った。

ａ 主 催 地球市民どんたく実行委員会 

構成団体 参加団体(16団体) 

共 催 (公財)福岡よかトピア国際交流財団，福岡市 

独立行政法人国際協力機構九州センター(JICA 九州) 

ｂ 事 務 局 (公財)福岡よかトピア国際交流財団内 

ｃ 実 施 日 平成 30年 11月 18日 

ｄ 会  場 天神中央公園 

ｅ ポスター展 平成 30年 10月 12 ～ 17日(福岡市役所 1階多目的スペース)

(イ) 福岡国際関係団体連絡会(FUKU－NET)

福岡都市圏の国際交流・協力を行う様々な団体のネットワーク組織で，各団体間の連

携を図り，地域の国際化の推進に寄与することを目的として，総会・連絡会などを開催

した。 

ａ 主 催 福岡国際関係団体連絡会 

構成団体 (公財)福岡よかトピア国際交流財団等 71団体 

ｂ 事 務 局 (公財)福岡よかトピア国際交流財団内 

ｃ 実施時期 総 会 4月(通常)  

連絡会 4月，6月，8月，10月，12月，2月 

ｄ 参加人数 189名(会員参加 165名  一般参加 24名) 

オ 国際交流推進

（ア） 姉妹都市等との連携・交流

姉妹財団である釜山国際交流財団と連携し、同財団が主催する事業、グローバルギャ

ザリングに２名が参加し、福岡市の紹介などを行った。（平成 30年 5月 20日） 

（イ） 地域の国際交流

生活者としての外国人が増加する中，地域住民と在住外国人が共生するための相互理

解を図ることを目的に，区役所や日本語学校等と連携し，公民館等で日本人と外国人が

お互いに出会うきっかけをつくり，地域の国際交流を促進するための支援を行った。 

a 実施件数 9事業 

b 支援内容 広報チラシ・防犯マップの翻訳，広報協力など 



（ウ） 福岡市国際会館まつり

国際化事業の推進活動拠点である福岡市国際会館において，地域住民と在住外国人

の相互交流・理解を深めるきっかけづくりのための交流イベントを開催した。 

a 実 施 日  平成 30年 12月 2日 

b 会  場  福岡市国際会館４階 

c 参 加 者  150名（外国人 61名，日本人 89名） 

カ 第 12回アジア太平洋都市サミット開催

都市間連携等による都市問題の解決を目指すため，「住み続けられるまちづくり」をテー

マに福岡市と国連ハビタット福岡本部により共同主催される第 12 回アジア太平洋サミット

及びその併催イベントとして，市民向けに「持続可能な開発目標（SDGｓ）」に関する講演会

を開催し，市民が国際協力・理解への関心と理解を深める機会とした。 

(ア) 主  催 第 12 回アジア太平洋都市サミット実行委員会 

構成団体 福岡市，国連ハビタット福岡本部， 

  （公財）福岡よかトピア国際交流財団，福岡商工会議所 

(イ) 事 務 局  福岡市総務企画局国際部内

(ウ) 参 加 者 サミット(平成 30年 8月 1日～3日）：アジア太平洋地域の首長等約 400名

 市民講演会(平成 30年 7月 31日）：福岡市民（約 300名） 

③ 在住外国人及び外国人学生を支援する事業

ア 一般相談・情報提供

福岡市国際会館において，国際交流・国際理解・国際協力に関する資料収集・情報提供な

らびに外国人への生活情報の提供・相談などを実施。また，ホームページや Facebook 上に

おいても随時，情報を発信した。 

（ア）英語，中国語，韓国語，日本語対応による窓口相談 

a 来場者数  11,758名 

b 窓口相談数  2,138件（うち外国人  734件） 

（イ）図書，新聞，パンフレット等の資料収集・提供 

a  図書貸出数 276 冊 

（ウ）外国語情報紙(英・中・韓)の発行 

a  英語版 5,000部/隔月，中国語・韓国語版 各 2,200部/隔月 

（エ）ホームページ，Facebook及びメールマガジンによる情報提供 

 a メールマガジン登録者数 1,678名

（オ）区役所窓口での通訳支援(語学ボランティア派遣) 

a 内 容  外国人留学生等の転入届，国民健康保険等の手続き補助 

b 派遣先  西区役所西部出張所 

c 派遣時期(人数) ・平成 30年 4月 3日  １日間 (２名) 

・平成 30年 9月 19日～28日 ５日間 (延べ ９名)

（カ）リビングイン福岡（抜粋冊子版）及びにほんご Class Mapの発行 

a リビングイン福岡   3,700部（平成 31年 1月発行） 

b にほんご Class Map 4,900部（平成 30年 9月発行） 



イ 外国人専門相談 

福岡市国際会館において，在住外国人の生活上の諸問題について，専門家による無料相談

会を実施した。 

 

(ア) 外国人法律相談  

法律，慣習や文化の違いから，紛争解決に関して一般的に弱い立場に置かれがちな外

国人に対し，福岡県弁護士会と共催で法律的な助言，情報提供を行い，必要に応じて通

訳を手配した。予約制で月２回(第１土曜日・第 3水曜日)開催した。  

a 実施回数 15 回 

b 相談者数 19 名（10か国）  

 (イ) 外国人のための入国・在留・国籍に関する相談 

外国人の在住のために不可欠な在留資格や住民登録等の行政手続に関し，福岡県行政

書士会と共催で正確な情報提供と助言をした。英語と中国語の通訳が常駐し，月１回(第

２日曜日)開催した。 

a 実施回数 12 回 

b 相談者数 88 名（17か国・地域）  

(ウ) 外国人心理カウンセリング 

言葉の問題や生活環境の違いなどから精神的問題を抱える外国人を対象に，問題の解

決に向けた心理カウンセリングを，臨床心理士が日本語または英語で行った。予約制で，

週３回(月・火・木曜日)開催した。 

a 実施回数 延べ 360回 

b 相談者数 37 名（13か国） 

 

ウ 外国人向け広報ラジオ番組 

外国人に対して，財団が行う事業や福岡市国際会館のＰＲを，福岡の外国語放送ラジオ局

であるラブエフエムを通じて，英語・中国語・韓国語の３カ国語で広報した。 

(ア) フクオカシティインターナショナルセンター・インフォメーション(３分番組) 

財団が行うイベント情報や生活情報等を，毎月第 4 週の月，火，水，土，日曜日に放

送した。 

放送回数 60回 

(イ) スポットＣＭ(20秒番組) 

福岡市国際会館の外国人向けサービスの紹介を，春秋（4，9，10，3 月）に集中的に

放送した。 

     放送回数 104回 

 

エ 在住外国人のための日常生活アドバイス 

福岡での在住外国人の快適な生活を可能にするとともに，日本人市民と外国人市民双方の

暮らしの安心感を高めるため，新たに福岡に来た外国人を対象とした自転車と交通ルール，

ごみ出しルール，防犯に関する出前講座を行った。また，ＤＶＤ，インターネット動画によ

る日本での生活に必要なルール，暮らしのヒントや防災知識の普及を行った。 

(ア) 実施主体 (公財)福岡よかトピア国際交流財団， 

         福岡市(市民局，環境局，各区役所)，福岡県警察  

(イ) 実施件数 30件 

(ウ) 受講者数 1,237名   

  



オ 福岡市国際会館管理運営

福岡都市圏の大学に在籍する外国人学生向けに比較的安価で良質な住居を提供するととも

に，留学生及びその他の外国人と市民との交流並びにその他の国際交流の促進に資する事業

を行う場を提供した。  

(ア) 施設概要 ４階  国際交流フロア(貸会議室等５室) 

５階  世帯用宿舎(２ＤＫ５戸)  

６－９階  単身用宿舎（１ルーム５４戸） 

(イ) 国際交流フロア 利用件数 2,503件

利用者   24,207名 

カ ｢あったか福岡」外国人学生支援

外国人学生が有意義な生活を送ることができる環境づくりを推進するため，「福岡外国人

学生支援の会」と共催で，市民ボランティアの協力参加を得て日本語おしゃべりサロン，外

国人学生が語るふるさとの街と福岡，外国人学生歓迎交流事業，あったかスポットギャザリ

ングや情報普及事業を行い外国人学生の生活の安心感の向上を図った。

(ア) 主  催 福岡外国人学生支援の会 

共  催 (公財)福岡よかトピア国際交流財団 

(イ) 事 務 局 (公財)福岡よかトピア国際交流財団内

(ウ) 実施時期 日本語おしゃべりサロン   毎月第 1，第 3木曜日（796名参加） 

外国人学生が語るふるさとの街と福岡  毎月第3木曜日（366名参加） 

※G20福岡の開催を記念し、1～3月はG20福岡参加国出身の留学生による

講演を実施

外国人学生歓迎交流事業   平成30年11月17日 実施（213名参加） 

あったかスポットギャザリング  2回実施（90名参加） 

キ 日本語ボランティア養成講座

市民センター（各区生涯学習推進課主催）や民間ボランティア団体が運営している日本語教

室において，在住外国人の日本語学習を支援するボランティアを養成する講座を実施した。 

（ア）日本語ボランティア養成講座

  a 実施時期 平成 30年 8月 2日～10月 9日（1.5時間×11回 計 16.5時間）

  b 会  場  福岡市国際会館４階 

  c 受講者数 40名 

（イ）日本語ボランティア養成講座スキルアップ研修

  a 実施時期 平成 31年 2月 7日～3月 26日 

（2時間×7回，3時間×1回 計 17時間） 

  b 会  場 福岡市国際会館４階、アクロス福岡２階セミナー室 

    c 受講者数 38名 

④ グローバル人材を育成する事業

ア 福岡市国際財団奨学金

海外から新たに福岡へ留学し、福岡での就業・創業を希望する外国人留学生の学習環境を

整え，留学生と市民との交流の機会を増やし、地域の国際化と地元定着の促進に寄与するた

めに奨学金を給付した。 

(ア) 給 付 金 額 50,000円／月

(イ) 給 付 人 員 ５名

(ウ) 給付対象期間 学部４年間／修士２年間



 

イ よかトピア留学生奨学金 

前身の(公財)よかトピア記念国際財団からの寄付金をもとに、地場企業での就業体験を通

じた海外高度人材の地場企業への定着と地域の国際化・活性化に寄与するため、福岡で就業

を希望する留学生に地場企業での就業体験の機会を提供するとともに、奨学金を給付した。 

(ア) 給 付 金 額 60,000円／月 

(イ) 給 付 人 員 ８名 

(ウ) 給付対象期間 1年間 

 

ウ 留学生育英奨学金 

福岡都市圏で学ぶ留学生が安心して勉学に励むことができる環境づくりを生活資金面から

支援するために，団体や企業，個人からの寄付金により奨学金を給付した。 

(ア) 給 付 金 額 500,000円／年または 300,000円／年（寄付者の希望により決定） 

(イ) 給 付 人 員 12名 

(ウ) 給付対象期間 寄付者の希望により決定（１年単位以上） 

（エ）奨学金創設者 ６団体 

 

エ 日本人大学生留学奨学金(スタートアップ奨学金) 

日本人大学生の留学を促進するとともに，国際社会で活躍できるグローバル人材として育

成し，さらに福岡の国際競争力を強化する人材として福岡へ定着させるため，大学卒業後に

福岡で創業・就職を希望する日本人大学生の海外留学へ奨学金を貸与した。 

また，当該奨学金受給者の福岡での創業・就職を促進するため，福岡商工会議所と共同で

地場企業との交流会，留学前・留学中・帰国後に就職活動支援や研修等を行うフォローアッ

プ事業を実施した。 
(ア) 貸 与 金 額 100,000円/月 （福岡で創業または就職した場合は返還免除。） 

(イ) 貸 与 人 数 ６名 

(ウ) 貸与対象期間 １年間（５名），半年間（１名） 

(エ) 交  流  会 平成 30年 6月 15日 参加企業 5社 

(オ) 認定証交付式 平成 30年 7月 26日 

(カ) 留学前研修  平成 30年 7月 21日 

   (キ) 留学中・帰国後のフォローアップ 個別に随時実施 

 

オ 留学生と企業との交流サロン 

福岡で就職を希望する留学生と，グローバル人材としての留学生に興味を持つ地場企業を

対象に，普段着でざっくばらんな会話を通じ「生の留学生像」「企業が求める留学生像」「日

本の企業文化」など，留学生と企業の相互理解を深める場として経済団体等と共催で交流会

を開催した。 

(ア) 実 施 日 平成 30年 11月 9日，11月 27日 

(イ) 参 加 者 留学生 44 名，企業 44社・58名 

  

(3) 事業報告の附属明細書 

記載すべき事項は，ありません。 

 

 

 

 



【理事会及び評議員会の開催状況等】 

会議名 開催日 内   容 

理事会 H30.4.1 
議案審議（決議の省略による） 

・理事の選任に関する件

評議員会 H30.4.1 
議案審議（決議の省略による） 

・理事の選任に関する件

理事会 H30.5.30 

議案審議 

・平成 29年度事業報告及び決算に関する件

・定時評議員会の開催に関する件

評議員会 H30.6.27 

報告 

・平成 29年度事業報告及びその附属明細書に関する件

・平成 30年度事業計画及び収支予算に関する件

議案審議

・平成 29年度貸借対照表，正味財産増減計算書，これらの

附属明細書及び財産目録に関する件

理事会 H30.7.31 

議案審議（決議の省略による） 

・理事の辞任に伴う補欠選任候補者の推薦に関する件

・評議員会の開催に関する件

評議員会 H30.8.1 
議案審議（決議の省略による） 

・理事の選任に関する件

理事会 H30.8.1 
議案審議（決議の省略による） 

・理事長の選定に関する件

理事会 H31.3.18 

議案審議 

・平成 31年度事業計画及び収支予算案等に関する件

・建物修繕積立資金の全部取り崩しに関する件

・大規模修繕に係る覚書承認に関する件


